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タフガードクリヤー工法 

CC-B品質規定合格仕様 

速乾形特殊クリヤープライマー／柔軟形特殊クリヤーパテ 

 

適応規格：公益社団法人 日本道路協会 鋼道路橋防食便覧(平成26年3月) コンクリート塗装材料の品質 CC-Bに適応。 

工程 
塗料名 

（一般名称） 

標準 

使用量 

（㎏/㎡） 

塗装回数 

目標 

膜厚 

（μｍ） 

施行方法 
塗装間隔 

（23℃） 

素地調整 

サンダーケレン・シンナー拭き・ブラシやエアーブロー・その他規定された工法により、段差修正やレイタンス・塩分・油脂分な

どの異物や脆弱層を除去し、施工に適した状態にする。又、欠損部、鉄筋露出部や漏水がある場合は別途鉄筋防錆、埋め戻し

等の断面修復や止水、導水処理を事前に実施する。 

プライマー 
タフガードクリヤープライマー 

（速乾形特殊クリヤープライマー） 
0.12～0.１７※注1 

新設 １～※注2 
－ 

はけ 

ローラー 

30分以上 

～ 

7日以内 改修 ２～※注2 

パテ 
タフガードクリヤーパテ 

（柔軟形特殊クリヤーパテ） 
0.60～0.74※注3 １ 500 

※注4 

砂骨ローラー※注5 

コテ 

ヘラ 

－ 

注1. プライマーの標準使用量はコンクリート素地の状態によって大幅に変動し、場合により標準使用量を超えることがあります。 

注2. 吸い込みがほとんどない新設基材の場合は１回塗装でも対応可能ですが、改修時は２回以上の塗装が必須となります。プライマー塗装後

の状態により、視認性に大きな影響を与えますので、指触で成膜を確認できるまで十分な塗装回数を確保してください。コンクリート素地

の凹凸が大きくて判断が難しい場合は霧吹きで水を吹きかけ、水をはじかずに濡れ色になった場合は再度塗装してください。また、水を

吹きかけて判断した場合は、付着した水を十分にふき取った後、２３℃×３０分以上の間隔を空けてから再塗装してください。 

注3. パテの標準使用量はコンクリート素地の状態によって大幅に変動します。パテは厚膜になると白濁します（躯体の保護性能には問題ありま

せん）ので、できるだけコテのエッジを立て塗装し、主に巣穴充填等に使用してください。素地のひび割れ、巣穴などの深さが 5mm を超

える等凹凸が著しい場合やパテの使用量が 0.74kg/㎡を超えることが予測される場合は、プライマー塗装前に補修材にて修復を行ってく

ださい。 

注4. 膜厚は0.60kg/㎡で塗装した場合の参考値です。 

注5. 砂骨ローラーはネタ配りのみ使用可能です。仕上げはコテまたはヘラを用いて行ってください。 

・ダレ防止と視認性確保のため、過膜厚にならない様にご注意ください。 

・躯体の色相が黒っぽい場合や施工環境により、塗膜本来の色相(白色系クリヤー)が目立つことがあります。 

・製品安全に関する詳細な内容は、安全データシート（SDS）をご参照ください。 

 

 


